
JCHO福井勝山総合病院
独立行政法人
地域医療機能推進機構

新任の挨拶…２
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マンモグラフィ撮影装置導入について…４

基 本 方 針

病 院 の 理 念

良質で安心な医療・介護を提供します 
真心と笑顔で接します（Heart & Smile）
地域医療、地域包括ケアを推進します
緊急医療・回復期医療を充実させます 

ニーズに沿った環境を作ります 
知識と技術の向上をめざし、自己研鑽に努めます

健全な経営に努めます

地域に根ざし、地域から愛される病院
『親切』『信頼』『進歩』
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松田　陽介
泌尿器科部長

　泌尿器科医の松田陽介と申します。ちょうど
20年前、福井社会保険病院の頃に２年間勤務さ
せていただきました。ご縁があり再びこちらで
診療に携わることとなりました。ご指導ご鞭撻
のほどよろしくお願い申し上げます。

芝池　由規
脳神経外科医師

　はじめまして、脳神経外科医として４月より新
たに赴任いたしました。地域の特性を理解し、患
者さんやご家族に寄り添いながら、奥越の神経救
急医療に貢献できるように精一杯診療させていた
だきますので、どうぞよろしくお願いします。

並川　正一
消化器内科医師

　４月より赴任しました消化器内科の並川正一
です。昨年度は福井大学病院に勤めておりまし
た。奥越地域の医療に携われることをとても嬉
しく思います。患者さんそれぞれの多様なニー
ズに応え、満足度の高い医療を提供できるよう
頑張ります。よろしくお願いいたします。

安井　公亮
総合内科医師

　４月より内科医として着任になりました安井
公亮と申します。患者様が安心して治療を受け
られるよう丁寧な診療やコミュニケーションを
心がけていきたいと思います。若輩者ですが、
よろしくお願いいたします。

新任の挨拶

看護部長  原嵜　陽子
　今年４月より看護部長に就任いたしました原﨑と申します。昨年１年間静岡県の方
に転勤し、この４月に戻ってまいりました。
　静岡県では、時々見える富士山に癒されていましたが、地元に戻り、自然あふれる
勝山の土地、一緒に仕事をしてきた同僚に囲まれ心穏やかな日常を送ることができて
います。この病院を訪れる皆様に、心のこもったあたたかい看護が提供できるよう取
り組んでいきたいと思っております。どうかよろしくお願いします。

事務長  谷　智弘
　令和５年４月１日付で、JCHO金沢病院から異動してきました谷と申します。
　JCHO移行前は福井社会保険病院で勤務をしておりましたが、平成26年４月１日のJCHO
発足時にJCHO本部・東海北陸地区事務所（名古屋市）へ異動となりそこで６年間、その
後金沢病院（金沢市）で３年間勤務をし、９年ぶりに地元に戻ってくる形となりました。
　事務長を拝命しその重責に身が引き締まる思いでおりますとともに、病院運営において
これまでの経験を生かし、地元奥越の医療・介護に貢献出来るよう微力ながら精一杯努め
て参ります。
　【座右の銘】目指すは…「継続は力なり」行き詰った時は…「明日は明日の風が吹く」
そして最後は…「水滴石を穿つ」どうぞよろしくお願いいたします。
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　昨年12月に叙勲の伝達式が当院で行われ、須藤
院長から本田康恵元看護部長へ瑞宝単光章が伝達
されました。
　これまでの本田さんのご功績が評価され、当院
にとっても大変喜ばしいことです。本当におめで
とうございました。

叙勲の伝達式が叙勲の伝達式が
　　　行われました　　　行われました

病院内ではマスクの着用をお願いします！
　令和５年３月13日以降、マスクの着用は個人の判断となりましたが、当院に
入られる際には、マスクの着用をお願いいたします。

周囲の方に、感染を広げないために

ご自身を感染から守るために
マスク着用が効果的です

マスクを着用しましょう

受診時や医療機関・
高齢者施設などを訪問する時

高齢者 基礎疾患を有する方 妊婦

慢性肝臓症
　 がん
心血管疾患 など

重症化リスクの高い方が感染拡大時に混雑した場所に行く時

通勤ラッシュ時など混雑した
電車・バスに乗車する時
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患者さんの権利
１　質の高い医療を平等に受ける権利
　　患者さんは、安全で良質な医療を平等に受ける権利があります。
２　十分な説明を受ける権利
　　 患者さんは、ご自身が受ける診療内容について、理解できるまで十分な

情報提供とわかりやすい説明を受ける権利があります。
３　診療方針について自己決定する権利
　　 患者さんは、自己の納得と自由な思想に基づき、医療行為に「同意」し

「選択」し、あるいは「拒否」する権利があります。また、他の医療機
関での意見（セカンド・オピニオン）を求める権利があります。

４　個人情報が保護される権利
　　 患者さんは、当院の個人情報保護指針に基づき、個人情報が保護される

権利があります。

５　個人としての尊厳が守られる権利
　　 患者さんは、いかなる状態にあっても、人格が尊重され尊厳

が守られる権利があります。

患者さんの責務
１　 医療に積極的に参加し、より良い治療を行うため医療従事者

と良好な関係（パートナーシップ）を構築してください。
２　 社会一般的なマナーを守り、他の患者さんの診療に支障をき

たすことのないようご配慮ください。
３ 　当院で定められた規則をお守りください。
４　 ご自身の健康状態に関する情報を出来るだけ正確にお伝えく

ださい。
５　受けた医療に対しては診療費をお支払いください。

患者さんの
権利と責務

マンモグラフィ撮影装置が新しくなりました

　当院では、2023年4月にFUJIFILM製マンモグラフィ撮影装置「AMULET Innovality」を
導入しました。
　従来に比べ
　　　★低線量撮影（30％低減）
　　　★断層撮影（トモシンセシス）※腫瘤の性状が見やすくなります
　　　★脇の痛み軽減
となりました。
　安心して受診していただけるよう、女性の診療放射線技師が担当しています。

FUJI　HPから引用

従来に比べ
丸くなりました


